
重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価（案） 成果と課題（案） 改善策（案） 学校関係者評価

基礎･基本
の徹底と、
授業改善

・基礎的、基本的な知識・技能を
習得する。

・授業力の向上と授業改善をめ
ざして、職員研修を定期的に実
施する。

・週５回、１０～１５分間の朝学
習を活用し、漢字と計算練習を
行う。

・単元ごとのテストから児童の苦
手を把握して個別指導で補う。

・兵庫型教科担任制やティーム
ティーチングできめ細やかな個
に応じた指導で学力向上を図
る。

・すべての教員が年１回以上の
公開授業を行う。

・研究推進委員会や学力向上委
員会を中心に全職員で学力向
上に向けて授業の改善を図る。

・朝学習を児童に定着させる。
・漢字１０問テストでは正答率が
９０％以上になる。

・めあてに対し、児童が振り返り
をする。
・単元テストでは正答率が80％
以上になる。

・児童アンケートにおいて「授業
はわかりやすく教えてくれる」の
肯定的回答率が９０％以上にな
る。

・改善点を話し合い、事後研で
成果と課題をまとめる。

B

・漢字や計算などの基礎学力向
上を意識し、各クラスに合わせ
た朝学習を実施することができ
た。漢字テストの正答率は８９％
であった。
・めあてを明示してから学習に
取り組むことは全学年で実施で
きた。
・単元テストの正答率は７７％で
あった。児童の実態をつかむた
めの問題を活用し、苦手克服に
努めた。

・児童アンケートの肯定的な意
見は８５％であった。

・研究授業を行い、事後研で成
果と課題をまとめることができ
た。

・今後も基礎学力の向上と苦
手の克服を目的として朝学習
を継続的に行っていく。
・めあてと振り返りは見通しを
もって主体的に学習活動に参
加する上で有効な手立てなの
で今後も継続していく。今年度
実施した実力テストで把握した
苦手な課題を意識して既習事
項の定着を図っていく必要が
あるので、今後も授業改善や
放課後学習を行っていく。

・児童が達成感を味わえる授
業改善を全職員で取り組む。さ
らに児童の実態にあった授業
内容・方法の検討を行う。

・下位層の児童を取り残さず、す
べての児童に基礎学力を身に
つけるために、学校全体として
取り組みを徹底してほしい。
・学習規律や学びに向かう姿勢
を身につけていくことが学力の
向上につながると考える。
・教員の授業力向上、授業改善
のため、研究・研修の充実に取
り組んでほしい。
・家庭学習強化週間など、家庭
と連携した取り組みがされてい
る。家庭での学習習慣の定着の
ためには、家庭との連携は不可
欠である。

思考力・判
断力・表現
力の育成

・思考力・判断力・表現力を育て
る授業を展開する。

・作文活動を充実させ表現力の
育成を図る。

・読書活動を充実させ語彙力の
習得を図る。

・自分の考えを自身の言葉で伝
えたり、友だちの考えを聞いて
考えをまとめたりする活動を授
業に取り入れる。
・話し合い活動やペア学習など
の児童同士の関わりを活用し
て、コミュニケーション力の向上
を図る。

・国語科においてまとめの感想
文を書く活動を行い、書き方を
指導する。
・行事や社会見学のまとめに新
聞を書く活動を行う、書き方を指
導する。

・週1回の図書の時間、業間で
の本の貸し出しや、児童や教師
の読み聞かせを行い読書意欲
の向上を図る。

・話し合い活動、ペア学習をする
中で、児童同士が互いの関わり
の中で、コミュニケーションをと
り、考えを深めることができる。

・まとめの感想文・新聞では、授
業者がつかませたい内容を書け
る児童が８０％以上いる。
・単元テストの記述問題で自分
の考えを書いている児童が８
０％以上いる。

・1ヶ月の読書目標８冊を達成す
る。

B

・学年に応じて取り組み方を工
夫し、効果的な場面では話し合
い活動やペア学習を取り入れた
授業づくりをすることができた。
ホワイトボードなどにグループで
意見をまとめる過程で児童同士
が互いに考えを深めることがで
きていた。

・まとめの感想文・新聞では７
９％の児童がつかませたい内容
について書くことができていた。
１年生は書くことの基礎作りとし
て視写を積極的に行った。
・単元テスト記述問題では９２％
の児童が自分の考えを書くこと
ができていた。

・読書量は５月～１月の１人当た
りの月平均は９．２冊だった。ス
タンプラリーやチャレンジ読書、
先生の本紹介など様々な啓発
活動を実施した。

・児童個人の学習を保証した
上で、児童同士の関わり合い
を今後も取り入れる。有効で
あった話し合いの手法につい
ては研修会などで共有し、話し
合い活動やペア学習の時間を
より充実したものにしていく。

・表現する力を蓄積していける
ように各学年で系統的に指導
していく必要がある。
・テストでは形式にそった記述
が求められるので、授業で書く
機会には質問にあった書き方
なども指導していく。

・来年度も読書週間などの機
会を活かし、児童の意欲を向
上させる読書の啓発活動を続
けていく。

・来年度から新学習指導要領へ
の移行期間に入るが、その趣旨
をしっかり踏まえ、主体的・対話
的な学習を進めてほしい。
・表現の仕方はわかっていても、
はずかしい、自信がない等によ
りうまく表現することができない
児童も多いのではないか。間違
いや失敗を恐れず表現できるよ
う、自尊感情を育んでほしい。

学習意欲
の向上

・授業の展開を工夫し、学習意
欲を向上させる。

・学習習慣の定着を図る。

・各教科の単元指導で、電子黒
板、実物投影機等のICT機器を
効果的に活用し、学習意欲の向
上を図る。
・学習の中でペアやグループ学
習を活用し、話し合い活動を活
発にする授業をすすめる。
・指導内容を明確にした授業を
展開する。
・書くことを意識した授業づくりを
行う。

・家庭で６０分程度でできる宿題
を出す。また、休日も家庭学習
に取り組めるような課題を工夫
する。

・ＩＣＴ機器を活用し、児童が課題
を想像しやすくする。
・話し合い活動を通し、考えを伝
える側は、学びが深まり、伝えら
れる側は自分の考えに自信を持
つ。
・児童アンケートの「先生は教え
方にいろいろと工夫している」で
肯定的評価が８５％以上にな
る。

・児童アンケートの「家庭学習
（宿題を含めて）を６０分以上し
ている」の肯定的評価が８０％
以上になる。
・児童アンケートの「宿題を提出
している」の肯定的評価が９０％
以上になる。

A

・教職員アンケートは肯定評価
が８８％であった。
・グループ学習やペア学習を活
用することで少人数で安心して
話すことができ、発言の回数を
増やすこともできた。
・児童アンケートの肯定的な評
価は９４％であった。
・学年ごとに児童に必要な力を
考えて、書く時間を設けた授業
を実施することができた。

・「家庭学習を６０分以上してい
る」は７３％で、「宿題を提出して
いる」の肯定評価は９２％であっ
た。

・教師間で活用方法を共有し、
効果的なICT機器の利用につ
いて研修を行っていく。
・児童同士の関わり合いを大
切にした授業づくりを今後も実
施していく。
・それぞれの教師の授業の工
夫を研修会などで共有すること
で今後も研鑽に努める。
・学年ごとの取り組みを研究推
進で整理し系統的な指導がで
きるようにしていく。

・特に低学年で６０分もの時間
は困難と考える。そこで、低学
年のから家庭学習の習慣をつ
けるための「時間」と「内容」を
全校で共通理解して取り組む。

・学習意欲の向上やわかりやす
い授業づくりのため、ＩＣＴ機器を
効果的に活用してほしい。
・「宿題を提出している」の肯定
的評価の目標が９０％は少し低
いのではないか。
・目標を掲げ挑戦する、その成
功体験が自信につながり意欲を
生む。そのような働きかけを期
待したい。

不登校児
童への対
応

・不登校の未然防止を図る。 ・欠席連絡のない児童について
は、始業前後に家庭に連絡を取
り、連絡のつかない場合は担
任、児童支援教員やその他の
教員と連携して家庭訪問を行
う。

・ケース会議を開き、個に応じた
対策を検討する。（別室登校、担
任が登校前に家庭訪問する等）
・いじめアンケートをとり、いじめ
が原因の不登校を未然防止、早
期発見する。

・病欠者を除き、欠席数が３０日
以上の児童を１パーセント以下
にする。

・保護者アンケートの「子どもは
楽しく学校に通っている」、児童
アンケートの「学校は楽しい」の
肯定的回答が９０％以上にな
る。

A

・該当児童は１パーセント未満で
あった。

・肯定的な評価は９１％だった。
今後も今年度の活動を継続する

・家庭との連絡を大切にし、担
任以外の教員とも連携を図っ
たことで、欠席の多い児童の
登校が増えている。引き続き
複数の職員で連携をとって対
応していく。

・個に応じた対応やいじめアン
ケートの実施により、問題を早
期発見し不登校の未然防止が
図られた。今年度の取り組み
を引き継ぎ次年度も迅速な対
応に努める。

・不登校傾向の児童が少ないこ
とは評価できる。引き続き、すべ
ての児童が楽しく登校できる学
校づくりに努めてほしい。
・いじめに関しては、未然防止が
重要と考える。支持的風土の学
級づくりに努めてほしい。また、
アンケートに頼りすぎず、日頃か
らいじめの芽を見逃さないように
お願いしたい。

体力の向
上

・自ら進んで体力を向上させよう
とする児童を育てる。

・体育委員会児童主催の外遊び
啓発運動を行う。

・体育委員会児童主催の運動大
会を行う。

・体育大会に向けてリレー練習
ができるように練習時間を設け
たり、練習ゾーンを設置したりす
る。

・全児童の外遊びの機会を増や
すことを目指し、低学年には遊
び方などを含めて特に重点的に
啓発を行う。

・全学年を対象に長縄大会を２
回、ドッチボール大会を１回実施
する。

・職員に周知し、多くのクラスが
活用できるようにする。

B

・低中高学年にわたって各クラ
ス１回実施した。早い時期での１
年生にドッチボールはルールが
わかりにくいという課題があっ
た。
・年２回の長縄大会を実施でき、
大会に向けて目標を立て業間休
みや終わりの会後などにもクラ
スで練習に取り組むことができ
た。ドッチボール大会も各学年１
回実施できた。
・体育大会に向けて、多くのクラ
スが活用できた。

・学年に合わせて外遊びの内
容を考えていく必要がある。特
に低学年は鬼ごっこなど内容
を見直していく。

・長縄大会では異学年の取り
組みを見て意欲を高められる
ように、大会での観覧スペース
の設置などを検討する。

・リレー練習の中での走ること
を通じて、体力の向上につな
がるように今後もリレー練習を
啓発していく。

・日常の生活の中で、体力や運
動能力が高まる機会は少なく
なっている。外遊びの奨励や運
動遊びの中で体力が向上するよ
うな取り組みを進めてほしい。
・運動好きになる体育授業の工
夫も大切であると考える。
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教育目標

重点目標

やさしく かしこく すこやかに――命を大切に・人を大切に・物を大切に――

  （2） 一人ひとりのニーズを把握し、適切な教育支援を行う「特別支援教育」の推進

　（1）基本的人権が尊重される教育の推進

　（3）わかる授業の創造による、生きてはたらく学力の育成

　（4）心ふれあう仲間づくり

　（5）基本的な生活習慣を身につけさせる

　（6）心を育てる美しい環境づくり

　（7）命を守る安全教育の推進

　（8）健やかな体づくり
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学校情報
の積極的な
発信

・積極的に学校情報を発信す
る。

・授業参観やオープンスクール、
学習室参観週間を実施し、保護
者や地域の方に普段の授業の
様子を公開する。

・学校評議員会や学校関係者評
価委員会開催時には授業参観
を行う。

・学校ホームページを週1回更新
し、学校情報を積極的に発信す
る。更新は計画表を作成し、見
通しをもって行う。
・学校だよりを月４回程度を目標
に発信する。

・学校ホームページを週1回以上
更新する。
・保護者アンケートの「学校は教
育方針や行事、活動などの様子
を学校通信やホームページ等を
通じて保護者に伝えている」の
肯定的回答が90％以上になる。 A

・年平均、週に４～５回ペースで
更新している。
・保護者アンケートの肯定的な
意見は９７％であった。また、保
護者アンケートの自由記述で
も、肯定的な意見があったの
で、情報公開の目的は果たせて
いる。

・毎日の授業や行事の様子を
発信することができていたの
で、来年度も継続して取り組ん
でいく。

・ホームページや学校だよりをは
じめとする通信により、積極的な
情報発信を行っている。これか
らも継続していくとともに、さらに
内容に充実に努めてほしい。

自己評価の基準　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

学校関係者評価総括
・すべての児童の学力向上のために、学習規律や学びに向かう姿勢を身につけていく学校全体として取り組みを徹底することが重要である。
・今後も不登校傾向の児童が増えないよう、また、いじめの芽を見逃さないよう、安全・安心な学校づくりに努めてほしい。
・ホームページをはじめとして、学校だよりや各種通信による積極的な情報発信は高く評価できる。逆に保護者や地域の声を受信し教育活動に取り組んでいく
ための連携のあり方が課題である。

次年度に向けた重点的な改善点
・基礎学力の向上のため、これまでの取り組みを洗い直し、学校全体として取り組みを強化していく。
・教員の授業力向上、授業改善のため、校内研究と研修の充実に取り組んでいく。
・仲間づくり集会の取り組みや思いやりのある学級づくりなどを通して、人を大切にする心を育んでいく。
・コミュニティ・スクールとして、保護者や地域の声を反映するとともに、情報を共有し、連携・協働による学校づくりを進めていく。


